
融解現象とその周辺

one- speciesいずれのモデルが実体 を捉えているか を追求 してい くことが期

待 される｡

なお最近 Mori,Okamoto, Isa は expandable latticemodelに新 しい近

似法 としてrneancorrelationの近 似 を導入 し, Lennard- Jones のポテ ンシ

ャルをもっ系の熱力学的性質 をくわ しく調べてお り,従来 の近似 に くらべてか

な りの改良が期待 され るようである｡

9. ニ ッケル - カーボン糸の一方向凝固

東 北 大 金 研 松 本 昇

東北大大学院 (工 ) 三 沢 輝 起
(現在 住友金属工業K .K)

Ni- C合金 (共晶濃度附近 )紘,鋳鉄の場合 と同様,凝固時 に黒鉛 を晶出

するが, この黒鉛 の顕微鏡的形態には球状お よび片状 の二 つがあることが知 ら

れている｡両形態 の生成機構 を研究す る段階 で, 150ppm 程度 の硫黄 を添加

した Ni-C (飽和 )溶湯 を, 下端 に水冷銅ブ ロックを当てた管状鋳型 に注 ぎ,

一方向凝 固 した ところ,得 られたインゴットの縦断面に,球状および片状黒鉛

が別々に晶出 した層が凝 固方向に垂直に交互に配列 した縞状 マクロ組織が現わ

れ た｡そ こでこの縞状組織の生田 について実験的 に検討 した｡

その結果,凝固速度 が 5- 30m γ/血inの とき,硫黄濃度 が 50-200ppm

で縞状組織 が発達 し, この濃度 が低 い とインゴッ ト全体 の黒鉛形態 は球状 に高

い と片状 とな る｡また縞模様 の特徴 として,片状層 お よび球状層 の厚 さ はそれ

ぞれ 1- 3お よび 1- 30相 であ り,片状層 内には凝固方向に成長 した多数 の

デン ドライ トがある｡凝固の順序で,片状層か ら球状層 に移 り変 る境界は,多

少の凹凸はあるが,判然 としている｡一方,球状部 か ら片状部 に変 る境界には

黒鉛 の両形態 が混在する領域があ1る等 のことがわかった,

さらに放射性 同位元素 35S を用いたオー トラジオグラフで硫黄 の分布状態
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を調べたところ,硫黄 は球状部 では,結晶粒界お よび マ トリックス中に点在 し

て存在 し,片状部 では,比較的均一 に分布 していた｡ また片状層-球状層 の境

界附近 に多少の濃縮が認め られ た｡

これ らの実験結果か ら縞状組織の生成機構 を考 える と,球状層 は融液中の或

る程 度以上 に過冷却 された領域 内で, 同時に多数 の結晶核 が発生 し, これ らの

成長 によって形成 され る｡この とき急激な潜熱 の放出によって過冷却は解消 さ

れる｡次いで片状層は比較的平滑 な凝 固界面の前進によって形成 される｡ この

とき固液界 面前方 には薄 い硫黄 の濃縮層 が出来て界面の前進 を抑制す る｡ した

がって こCf)時期 の潜熱放出率は小 さく固液界面前方 に過冷却層 を形成する｡こ

の二つの過程の交互反復 により縞状マクロ組織が形 成 され る と言 う現象論的 な

説明 が可能 である｡

ただ し,何故 に ｢同時樗多勢 の凝固核が発生す るか ?｣と言 う様 ない くつか

の問題点 が残 され, これ らについては現在検討 中である｡
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